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　近年多胎妊娠 は明らかな増加傾向 にあ り，妊娠含併症や異常分娩、新生児合併症を増加

させ るため、看週で きない 問題 とな っ て いる ，多胎妊娠増加の 要 因 と して 不妊治療の普及

が注 目されて いるが，双 胎で は妊産婦の 高年齢化 も見逃す こ との できない 要因である，一

方予 防とい う観点からみ ると，われわれの努力の 範囲は不 妊治療に限 られて しまう．妊娠

率を向上させるため には，排卵数や移植胚数が多い ほ うが
一

般に有利で あるが r 逆 に多胎

の リス クは上昇 して しまう，ここ に不 妊治療を行 う際の ジ レンマ がある，本章で は，多胎

妊娠の 現状とそ の 要因 を検討 したうえ で t 予 防方法につ いτ 概説する．

厚生省統計 ’［MR 部 によ っ て発表された人口動態統計か ら本邦の 多胎出産率の 推移をみる

と，1975年か ら 1979年まで は分 娩千 あた

り6．3前後で ほぼ
一

定で あ っ た，とこ ろが，

1979年 に6．5とな っ た後は徐々 に増加 し，

最 新の 統計 である 1997年 に は9．36と な っ

た ，6，5から7．0まで増加するの に 11年を要

したが、8，0まで は 5年，9，0には 4年で到

達 し（ いる ．これらの 数字は双胎出産率に

近 似す るの で，平成 8 年度厚 生 省 心 身障

害研 究1不 妊治療の在 り方に関する研究1一

多胎妊娠の疫学
i）
と人ロ動態統計か ら 3胎

以上の多胎分娩率を求めた （図 1），3 胎，

4 胎ともに 1987年頃 か ら急 激に 増加 し、

1994年 には分娩百万あた り314まで 上昇 し
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（図 1）多胎出産率 の 推移

（表 1）　30歳以上の 産婦が 占める割合から計算 した双胎分娩件数の 増加要因
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たが，その 後は減少傾向が認められる，年次の 差異はあるもの の諸外国で も同様の推移が

認 め られて：お り．近 年の 多胎 出 産数の 増加 は FSH （fOilicle　stlmulating　hormone ） の

出荷量や生 殖補助医療実施施設数の増加などと極めて よく相関すると報告されてい る，一

方，3 胎以上の 多胎が 1995年以後に減少 してい る要 因 として は，後述する不妊治療技術の

向上 と減数手術が考え られる．

　多胎妊娠の原因と して、遺伝的素 因や母体の 高齢などが 2卵
ll

生双胎の 危険因子と して

知られてき た，遺伝的素因の 変化につ いで は考察が困難であるので ， まず双胎と産婦の 年

齢の 関係を検討する．産婦の 年齢は 1975年以後年々 上昇 し、30歳以上および35歳以上の

産婦が 全 産 婦 〔Pに 占め る罰合は，1975年 の 20B ％お よ び3．8％か ら1997年 に は 41．6％お よ

び 10．2％ま6 上昇 している，こう した妊産婦の高年齢化も双胎の増加要因と考えられるの

で ，簡蛍な予測方法で はあるが、1955年と 1975年の 30歳以上の産婦が 占め る割合 と双 胎

分娩件数か ら1995年と 1997年の 双胎分娩数を予測 し，表 1に示す．1997年を例 にとると，

1975年と全 く同 じ双胎の 比率であれば双胎分娩件数 は7，573件で あるが，実数は3，507人多

い．この うち、1．778入 （50．7％）が 母体年齢の上 昇 によるもの ，残 りの 1，729人が不妊症

治療を代表と した新たな要因によるもの と推測される．

　
一方 3 胎以上の 頻虔は、母体年齢の 分布が変化 したにもかかわらず ， 1951年か ら1974

年の 間 にほぼ
一

定で，出産百万あたり約 60で あ っ た
1）、1997年の 3胎以上の分娩件数は334

件であるが ，出産百 万あ たり約60であ れば自然 発生数 は約73件 と予測され，残 りの 261件

（78．1％）は不妊症治療な どによるもの と考えられ る．矢内原らは 3胎以上の妊娠の 経緯

をアンケート調査によ っ て細かく検討 し，3胎の 89，7％，4胎の 94．1％、5胎以上 は全症例

が不妊治療を受けτ いたと報告 しC いる
”

，

　以上の 検討から、双 胎で は全体の 16％にすぎない が，臨床的に特に 問題 とな る 3胎以

上 の多胎では，80％以上 が不妊治療に関連 して いる と推測され，予防方法 に熟知す るこ

との 重要性が 明らかである，

　　　　（図 2 ）3 胎以上の多胎妊娠の原因

（矢内原巧ほか ：平成 8年度厚生省心身障害研 究 「不

妊治療の在り方に関する研究」
2）
よ り作図）
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P 一
　矢内原らの 報告によると、3胎と 4胎の約 6％ 6 クロ ミフ ェ ン療法が行われて いたもの

の ， ゴナ ドトロ ピン製剤による排卵誘発 （hMG −hCG （human 　chorionic 　gonadotro −

pin）療法）と体外受精が不 妊治 療の 大部分を占め，4胎 まで は体外受精が，5胎以上は

hMG −hCG 療法が多か っ た
2）

（図2）．以下，各々 の状況別に予防のポイン トの みを述べ る．

　 1，ゴナ ドトロピン製剤に よる排卵誘発の際の ポイン ト

　ゴナ ドト〔コピン製剤による排卵誘発で は、排卵数が増加すれば多胎妊娠の リス クが上昇

する，過剰排卵を予防するため には，卵胞発育段階での FSH 製剤の 投5 量と hCG 製剤

へ の切 り替えの タイミ ングが重要である．

　 FSH 製剤の投与方法と しては，
一

定罩を継続投与する従来の方法の ほか に，漸増投与

法や漸減投与法，また注入ポ ンプを用いた間歇的注入法などが工夫されて いる．いずれに

して も，投与量が増加すると過剰排卵となることが多 く，多胎妊娠の リスクが増加する ．

日本産科婦人科学会の 会告でも強く求められているように
3）

t 経腟超音波断層法によ っ て

卵胞の 発育を注意深 く観察 し，FSH 製剤の投与量を最小隈にとどめる注惷が必要である，

　 hCG 製剤へ の 切り替えの タイミ ングは，首席卵胞径が 18mm に達 した段階とす る こ と

が多い，しか しより小さな卵胞まで排卵して しまい、結果として多胎妊娠となることがあ

るため， 径が 15mm 以上 の 卵胞が 3 個以上認められれば多胎妊娠の リス クが高いと考え，

hCG 製剤の投与は中止する ことが望ま しい．

　2，体外受精 ・胚移植 （rVF−ET）の 際のポイン ト

　 iVF−ET の 際にも r 移植する新鮮胚数を増やすと妊娠率，多胎妊娠率 とも高 くなる，日

本産科婦人科学会，生殖 ・内分泌委員会の検討で は，移植胚数と多胎分娩率 は強い相関が

認め られたが、妊娠率は移植 3個で 約30％に達 した後は一定で あ っ た （図 3）
4｝．日本産

科婦人科学会はこう した結果 をもとに ， IVF−ET における新鮮胚の 移植数を原則として 3

個以内とするという会告 を 1996年に発表 した
3）．移植胚数 に関 して，最近では 2 個6 も 3

（％）
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（図 3） IVF−ET に おける新鮮胚
・
卵数多胎

妊娠分娩

（日本産科婦人科学会　生殖 ・内分泌委員会

報告
4」
より作図）
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個でも妊娠率に差がない という報告もあり
5）
、さ らに減らせ る可能性もある．一

方 ， 凍結

胚を用いると多胎妊娠率が低下することも知られC お りt 凍結胚の使用も検討する価値が

ある．

一
　近年増加 して い る多胎妊娠の うち、3 胎以上の 多胎は不 妊治療の 関与が大きい，排卵数

と移植胚 数が多胎発生に強く関連するため，これらを必要最低限とする注意が肝要である ．
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